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筆者の一人が開講する教員免許状更新講習では,電動糸鋸盤の取 り扱いに対 して不安を感 じている受講
者が多 く,初心者が効果的に技能を向上 させる方法について考えた。そこで時間を選ばない,個 人的に何
度でも繰 り返 し見直すことができるという特徴を持つ,糸 鋸盤に関する知識などを動画形式にした映像教
材の制作にあたった。
福井大学の学部生,大 学院生を対象とした事前検討をもとに映像教材 を改善 し,今年の8月に開講 した
教員免許状更新講習で現職の先生方に映像教材の視聴及び評価をしてもらった。事前検討では聞くことの
できなかった教員ならではの視点からの助言や指摘をいただき,よ り良い映像教材づ くりへの方針が見え
てきた。
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1.は じめに
電動糸鋸盤(以 下,糸 鋸盤 という)は小学校の図画工
作科や中学校技術 ・家庭科の技術分野で用いられる,木
材などの板材鋸断に用いる工作機械である。丸鋸盤や帯
鋸盤など他の木工作機械 と比べ,小 学校や中学校などの
教育現場で多 く用い られている1)。その理由としては,
糸鋸盤が他の工作機械 と比較 して,1)安全に使用で き
る,2)刃が薄 く,鋸幅が小 さいため,曲 線などの複雑
な形状 を自由に鋸断することができる,3)安価である
ため,複数台用意で きる,と いう点があげられる。また
糸鋸盤は高い技能を身につけることで,木象嵌などの高
度な細工をも行 うことができる工作機械である。
しか し,小学校か ら大学までの問に,鋸 断技能向上に
必要 な訓練や手入れの方法の習得の機会はほとんどな
い。そのため,教 員は糸鋸盤について十分に理解 してお
らず,児 童及び生徒に対する指導が不十分になっている
と思われる。また安全に扱うための指導 も不十分で,と
りあえず鋸断することができればよいという認識で使わ
れている危険性 もある。
小学校図画工作科の教科書2)'3)(資料1,2)によれば,
いずれの教科書 も1ページほどの中に糸鋸盤の刃の取 り
付け方 と使い方が紹介 されているのみで,点検方法や手
入れの仕方などには触れられていない。鋸断の際には,
しっかりとおさえなが らゆっくりと進めるという記述は
共通 しており,これは数少ない糸鋸盤の指導書やこれま
で著者 らが行ってきた糸鋸盤の鋸断技能に関する先行研
究4)'5)からも明 らかになっている。
著者 らが糸鋸盤に関する研究の一環 として福井市内の
5校の小学校(表1)を 回ったところ,使 ったままの状
態であった り,油が差されていない ようであった りと
「管理の仕方がわからない」「手入れや点検の仕方がわか
らない」「壊れるまで使い,壊 れたら新 しいものを買う」
と糸鋸盤の扱いに悩む現場の声が聞かれた。このような
現場の声を含め,以前から木工具に不慣れな現職の教員
がたくさんいることがわかっている6)。
福井大学では平成25年度から教員免許状更新講習 「お
もちゃ作 りを通した道具等の正 しい使い方」を開講して
いる。この講習は,輪ゴム掛け(図1)や動 く乗 り物(図
2)を木で製作する過程を通して,一般的な木工具,糸鋸
盤やボール盤などの木工作機械の扱い方を習得すること
を目的としている。これらは,木工具や工作機械の使用
及び指導に関して未熟練の現職教員を対象 としたもので
ある。この講習は現職の教員から非常に評判が よく,県
外受講生も多数いる。このような背景には現職の教員が
糸鋸盤をはじめとする木工機械や道具等の使い方に不安
を覚えている,また扱えるように,指導できるようになり
たいという思いを持っているということが考えられる。
しかし,講習を受けることのできる人数には限りがあ
り,希望者全員が受講することができない,ま た口頭で
説明されたコッや重要な内容は時間の経過 とともに忘れ
さられてしまう場合が多い。 このような解決すべ き問題
を考え,指導を受けたい人すべてが,知 りたいと思った
時に見ることができるという利点を持つ映像教材の制作
を試みた。
木工具の取 り扱いに関する映像教材の制作は既に著者
らが先行研究7)で行っているため,本 研究では,糸 鋸
盤の初心者向けに 「電動糸鋸盤の上手な使い方」 と題 し
た,糸鋸盤(図3)の 取 り扱いについて紹介 した映像教
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材を制作 した。その映像教材 を教員免許状更新講習の「お
もちゃ作 りを通 した道具等の正 しい使い方」を受講 した
現職の教員,保 育士等を対象に視聴 させ,ア ンケー ト調
査を行った。その調査結果から映像教材の評価及び改善
を行い,最終的には初心者向けの糸鋸盤の映像教材を完
成させることをめざした。
表1.糸鋸盤の使用状況調査
日付 台数 修理点
A小学校 2015/4/148台
テーブル固定用の台を取 り付
ける
油を差す,刃留部のねじ緩み
を締める
B小学校 2015/5/127台 油を差す,刃留部のねじ緩み
を締める
C小学校 2015/6/96台 油 を差す,刃 留部のね じ緩み
を締める
D小学校 2015/6/178台 油 を差す,刃 留部のね じ緩み
を締める
E小学校 2016/5/108台 油 を差す,刃 留部のね じ緩み
を締める
図1.受 講生の作品(輪 ゴム掛け)
図2.受講生の作品(木の乗り物)
以下,映 像教材制作 の流 れを記す。
デ ィジ タル ビデオカメラでソースク リップ(ビ デオ素
材)を 録画 し,カ メラのデー タをメモ リーステ ィック内
に保存す る。 ナ レーシ ョン用 の音声 も同様 にカメラで録
音 し,音 声素材 を確保す る。 ナ レーシ ョン用音声 は別 の
タイ ミングでの録音 で構 わない(ビ デオ素材 と同時でな
くて もよい)。カー ドリー ダを介 して メモ リース テ ィッ
ク内の素材 をPC上 に移す。先行研 究 ではPCに 取 り込
む際 に専 用 のキ ャプチ ャ用 ソ フ トを用 いたが,今 回 は
SONY社製 のカ メラで撮 られ た動 画で ある拡 張子.MTS
のフ ァイルの まま,素 材 の取 り込 み,動 画 の編集 を行 う
ことが で きた。 デ ィジ タル ビデオ映像編集 ソ フ トウェア
(以下,編 集 ソフ トとい う)はCorel社製のVideoStudio
ProX8を用いた。図4に編集画面 を示す。 この編集 ソフ
トはデ ィジ タル・ノンリニ ア編集 システム になってお り,
素材 の追加,編 集が ドラ ッグア ン ドドロ ップで非常 に簡
単 にで きる。 そ して この編集 ソ フ ト上 の タイムライ ンと
呼 ばれる動画 の時間の流 れを映像,文 字,音 声 な どそれ
ぞれを独立 させ た形 でつ な ぎ合 わせ,ソ フ ト内の機 能 を
用 いてオーサ リング し,一 本 の動画 にす る。
制作 した もの はこの編集 ソ フ ト内の機能でDVD-Rに
書 き込 む ことが で きる。 また,同 じくソフ トの機 能 を用
いて動画 に入 る前の メニュー画面 も作 るこ とが で きる。
図5は実 際に制作 した映像教 材一場面 をキ ャプチ ャ した
ものである。
表2.映像素材録画用システム
図3.映像教材の制作に供した電動糸鋸盤
映 像 素 材 録 画 用
・デ ィ ジ タ ルHDビ デ オ カ メ ラ レ コ ー ダ ー:
SONY社製HDR-XR520
・三 脚:SONY社 製VCT-400
・照 明 装 置:RDS社 製KLM・H
表3.映像教材編集用システム
映 像 教 材 編 集 用
・コ ン ピ ュ ー タ:EPSON社 製Endeavor
AY330S(lntelCorei5-4440S,2.80GHz)
・デ ィ ス プ レイ:EPSON社 製LD22W62S
・ビデ オ 編 集 用 ソ フ トウ ェ ア:
Corel社製VideoStudioProX8
・記 憶 媒 体:SONY社 製MEMORYSTICKDUO16GB
・メ モ リー カ ー ドリ ー ダ:ELECOM社 製MR3-AOO6
2.映像教材の制作
本研究における映像教材制作に用いた録画,編 集シス
テムはそれぞれ表2,3のとお りである。
この映像教材を作るにあたり留意 した点は,視聴対象
を教職に就 く前,あ るいは就いた後に十分な糸鋸盤使用
の指導を受けていない人に設定 した点である。できるだ
け表現が難 しくならない,説 明ばかりにならないように
留意 し,安全面に注意 しなが ら,効果的に糸鋸盤を使用
できるようにまとめることを意識 した。表4は映像教材
の内容を示す。
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3.映像教材の評価
はじめに試作 し,本学の学生に視聴 させた映像教材を
教材①,そ の意見や感想を基に改良を施 し,免許状更新
講習で現職の教員,保 育士等に視聴 させた映像教材を教
材② とする。以下に調査の内容を記す。
図4.編 集画面
図5.時系列配置した各映像場面の一部
表4.映像教材の各内容
1糸 鋸盤について
1)スイッチ,2)板 押 さえ,3)刃 留金具
2糸 鋸 について
1)糸鋸の向 き,2)返 し刃,3)取 り付け方,4)糸 鋸の角度,5)電 源 プラグの挿入
3鋸 断について
1)直線切 り,2)曲線切 り,3)折線切 り,4)折 線切 りの工夫,5)切 抜 き
4注 意点について
1)板材の固定,2)手 の置 く位置,3)板 材の厚 さ ・硬 さと送 り速度4)送 り速度 と鋸断面,5)送 り速度 と糸鋸
5手 入れについて
1)油差 し,2)糸鋸 の取 り外 し
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3-1.調査方法
ア ンケ ー ト調査 の内容 を表5,6に記す 。表5,6はそ れ
ぞれ 「A.映像教材 について⊥ 「B.教材 の内容 について」
である。
表5.映像教材の一般的属性に関する質問内容
表7.教材①の一般的属性に関する評価
【A.映 像 教 材 に つ い て 】
(1.4.5.6.は5段階,2.3.7.は4段 階 評 価)
1.画 面 の 明 る さ
(1.と て も明 る い 一3.適 切 一5.と て も暗 い)
2.画 面 の 見 や す さ
(1.と て も見 に くい 一4.と て も見 や す い)
3.文 字 の 見 や す さ
(1.と て も見 に くい 一4.と て も見 や す い)
4.映 像 の 文 字 の 説 明 の 速 さ
(1.と て も速 い 一3.適 切 一5.
5.内 容 が あ る場 面 か ら次 に変 わ る 速 さ
(1.と て も速 い 一3.適 切 一5.
6.ナ レー シ ョ ンの 速 さ
(1.と て も速 い 一3.適 切 一5.
7.ナ レー シ ョ ンの 聞 きや す さ
(1.と て も 聞 き に くい一4.
とても遅い)
とても遅い)
とても遅い)
とて も聞 きやすい)
表6.映像教材の内容に関する質問内容
【B.教材の内容 について】(4段 階評価)
(1.全くわからなかった一4.と てもよ くわかった)
糸鋸盤の構造2糸 鋸の刃の構造
糸鋸の刃の取 り付け4鋸 断の姿勢
直線切 りの仕方6曲 線切 りの仕方
折線切 りの仕方8切 抜 きの仕方
鋸断時の板の押 さえ方
評点
項目
1 2 3 4 5
A-1 0 2 17 10 0
A-2 0 5 19 5
A-3 1 8 13 7
.. 0 9 20 0 0
A-5 1 11 17 0 0
A-6 1 3 25 0 0
A-7 0 5 21 3
表8.教材①の内容に関する評価
1.
3.
5.
7
9.
10.
11.
12.
鋸断時の板材によるスピード調整
糸鋸が折れる原因
鋸断終了後の糸鋸盤の手入れ
調査 では,4段 階評価 と5段階評価 の2種類 の方法 で回
答 させ ている。A.映像教材 についての項 目の1.4.5.6.に
お いて は評 点3を 最 も望 ま しい評価 と し,評 点1を とて
も明るいあ るいは とて も速い,評 点5を とて も暗いあ る
い は とて も遅 い とい う自己評価 を示 す5件 法 を用 いた。
またA.の2.3.7.は評点1～4の4件 法 を用い て,4が 最
も良 い評価 であ る。B.教材の内容 につ いて も同様 に4が
最 も良い評価 で ある4件 法 を用 い る。 ここで4件 法 を用
いた理 由 として は,5件 法等 を用 いた とき,「3.ど ち ら
で もない」 に評価が集 中 して しま うと,本 教材 の評価 の
傾向が 出に くくなるか らで ある。
3-2.学生の評価
本大 学 の学生29名(学 部 生19名,大 学 院生10名)
に教材① を視 聴 させ た ところ,表7,8の ような評価結果
が得 られた。
評点
項目
1 2 3 4
C 0 0 15 14
C 0 0 11 18
B-3 0 3 15 11
., 0 5 7 17
C 0 0 2 27
C・ 0 1 7 21
C 0 0 10 19
C 0 1 8 20
・ 0 2 9 18
C1 0 4 12 13
B-11 0 0 15 14
B-1z 0 3 8 18
表7の 映像 教材の一般 的属 性 に関す る項 目の うち,画
面 の見やす さ(A-2)やナ レーシ ョンの聞 きやす さ(A-7)
は高 い評価 を受 けている一方 で,映 像 の文字 の説 明の速
さ(A-4)や内容が ある場面か ら次 に変 わる速 さ(A-5),
ナ レー シ ョンの速 さ(A-6)は やや速 い とい う評価 を受
けている ことが わかる。 これ らの ことか ら文字 や映像 の
切 り替 えが速 い,ナ レーシ ョンの声 が速 い とい うことが
教材① の改善点 として挙 げ られる。
表8か ら,教 材の 内容 に関 して は全体 的に高い評価 と
なっているこ とが わかる。 しか し,糸 鋸 の刃 の取 り付 け
(B-3),鋸断の姿勢(B-4),鋸断時の板材 に よるス ピー
ド調整(B-10)などの項 目がやや低い評価 となってい る。
また上記 の質問以外 に 自由記述 で教材① の改善点 な ど
を記 入す るア ンケー トを行 った ところ,表9の ような意
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見が 出た。 て大 きな変化がなかったと考えられる。
表9.教材①の自由記述で出た感想の一部
文字が見づ らい
・ナレーシ ョンが暗い
手入れの説明のもっと時間を割 くべ き
なぜそのようにするのかの説明がなかった
・説明が端的過 ぎて具体性 を欠 く
画面の切 り替わ りが速 く,つ いていけない
失敗や注意点を示す とわか りやすい
・指導する立場 として,糸 鋸盤などに不具合が起 きた
時の対処法があるとうれ しい
・ポイントは文字でわか りやす く示す
・文字や写真 をさらに見やす くする
・音声 を聞 き取 りやす くす る
など
表9にあげられた改善点をもとに,8月に開講 される
教員免許状更新講習での視聴に向けて改良を施 した。改
良時には次のポイントに留意 した。
・場面間の時間を意識的にあける
・各映像の重要な場面が終わってから,作業のポイント
を振 り返る時間を設ける
・文字が見えやすいようにデザインを変更する
3-3.教員免許状更新講習の受講者の評価
先述の平成28年度教員免許状更新講習を受講 した現
職の教員 ・保育士等34名を対象に,改 良を施 した教材
②を視聴させたところ,表10,11のような結果が得 ら
れた。質問の内容は前項のものと同様である。
表11.教材②の内容に関する評価
評点
項目
1 2 3 4
B-1 0 1 13 20
B-2 0 0 5 29
C 0 4 14 16
B-4 0 0 8 26
C 0 0 3 31
・ 0 1 11 22
B-7 0 1 9 24
C 0 0 9 25
C・ 0 0 10 24
C1 0 4 9 21
B-11 0 0 11 23
B-12 0 1 13 20
表11か ら,教 材 の内容 に関 しては,表8と 同様,全
体 的に高 い評価 となっている ことが わかる。 しか し,糸
鋸盤 の構造(B-1)糸 鋸の刃 の取 り付 け(B-3),鋸断時
の板材 によるス ピー ド調整(B-10),鋸断終了後の糸鋸
盤 の手入 れ(B-12)がやや低 い評価 となっている。
学生へ の調査 と同様 に 自由記述 で教材② の改善点 を記
入 させ た ところ,表12の ような意見が 出た。
表10.教材②の一般的属性に関する評価
評点
項目
1 2 3 4 5
A-1 1 0 28 5 0
A-2 0 3 13 18
A-3 1 7 10 16
.. 0 4 27 2 1
A-5 0 4 30 0 0
A-6 0 2 30 2 0
A-7 0 9 16 9
表10に よる と,Aの1.4.5.6.の項 目が表7と 比べ
て,最 も望 ま しい評 点3を つけ る人が多 くいる ことが わ
か る。2.3.7.の項 目におい て も,最 も望 ま しい評 点4
をつけてい る人 がいるが,表7と 比べ る と,ナ レー シ ョ
ンの聞 きやす さ(A-7)は他 の項 目ほ どの変 化が ない,
つ ま り,ナ レーシ ョンの聞 きやす さは今 回の改 良に よっ
表12.教材②の自由記述で出た感想の一部
・文字がぼやけている
・ナレーションの声 の トーンが低い
・専門的な言葉は減 らしたほ うが良い
・難 しい言葉 には振 り仮名 をつけるべ き
・糸鋸を初 めてみる人 にもわか りやす く
・「ゆっ くり」,「はや く」 は個人差があ るので例 えを
交えて説明するべ き
・全体 を映 してか らズームす ると,説 明 したいものが
どこにある ものなのかわかりやすい
・安全面 についてもっと触れるべ き
鋸断の様子 をもっと長 くするべ き
糸鋸の取 り付けをしっか り見たい
・板押 さえの使い方をもっと詳 しく見たい
研修や講習で使いたい,広 めたい
な ど
表12より,教材②の改善の方針 として以下の内容が
あげられる。
・糸鋸の取 り付けや板押 さえの様子をわかりやす くする
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・手入れの方法について具体的に示す
・講習中に説明があったが,映像教材内では触れられな
かった点について触れる
(途中で糸鋸盤の電源を切 らない,切 抜 きの際に糸鋸
を通す穴はけが き線の内側にあけるなど)
・重要な場面については繰 り返 して強調する
・抽象的な表現が多いので,具体的に表現する
・安全面についてもっと触れる
また,表11に ある 「文字がぼやけている」 という感
想があったが,本 映像教材視聴を行った部屋に備え付け
られたプロジェクタ機器の不具合によるものであること
が後 日わかり,他のプロジェクタ機器では不具合が発生
しなかった。
さらに教員免許状更新講習時,ア ンケー トに加え,
B.の内容で役に立った内容,役 に立たなかった内容を
それぞれ,順位をつけて3つずつ回答 させた。ただし 「役
に立たなかった内容なんてなかった」 という回答 も複数
(3つとも空欄17名,1つだけ回答3名)あった。役に立っ
た内容を順に+3点,+2点,+1点,役 に立たなかった
内容を順に一3点,-2点,-1点とそれぞれ点数をつけ
て計算 した。点数をまとめたものを図6に示す。
図6.映像教材の各項目が役に立ったか
図6よ り,役 に立 った もの に点数 をつけ,プ ラスの方
向に点数が大 きい項 目を順 に並べ る と,曲 線切 りの仕方
(f),切抜 きの仕 方(h),鋸 断時 の板 材 に よるス ピー ド
調整(j),糸鋸 が折れ る原 因(k),糸鋸 の取 り付 け(c)
だ とわかる。一方,役に立たなか った もの に点数 をつけ,
マ イナスの方 向に点数が大 きい項 目を順 に並べ る と,鋸
断終 了後の糸鋸盤 の手入れ(1),糸鋸盤の構造(a),直
線切 りの仕方(e),糸鋸の刃の構造(b),糸鋸が折れる
原因(k)だとわかる。
図6のような評価になった理由として,教材②の各項
目の完成度以外にも以下の3点があげられる。
1)講習で知識を生かすことができたか
2)内容が既知のものであったか
3)内容に関心を持っているのかどうか
1)は,映像教材の中身と講習との関係である。木の
お もちゃ作 りが主だった今回の講習では,糸鋸盤を使い,
鋸断する機会が多かった。そのため,曲線切 りや切抜き,
鋸断時の板材によるスピー ド調整など,鋸断に関する項
目を役に立ったと感 じる。逆に,講習中に扱わなかった
糸鋸盤の構造や鋸断終了後の糸鋸盤の手入れなど,鋸断
以外に関する項 目を役に立たなかったと感 じてしまう。
2)は,映像教材と受講者自身の知識との関係である。
受講者は,映像教材の各項 目に対 して,新 しい,初 めて
の情報であるかを意識 している。そのため,初 めて知っ
た情報を役に立ったと感 じる。逆に,知 っている,ま た
は既に経験 している情報からは新 しい情報がない,つ ま
り役に立たなかったと感 じてしまう。 またこの既知であ
るという認識は,勘違いなどの可能性 もあるので気 をつ
けたい。
3)は,映像教材と受講者自身の意識との関係である。
アンケー トの回答の中に 「なかなか学校では手入れがで
きないから…」 と役に立たなかったと感 じた内容に理由
を添えられているものがあった。 このように興味 をもた
ない,ま たは興味はあるが,難 しそう,大変そうなど,
マイナスのイメージをもっていると,関心 を持てず,自
分には役に立たないと感 じてしまう。逆に,今 回の鋸断
に関する項 目のように,興味のある項 目については関心
をもち,役 に立つ と感 じる。本来,糸鋸盤の手入れは簡
単であるが,視 聴者が 「難 しそう」 と感 じる内容にして
しまったことは今後の課題である。
今回,こ の調査で各項 目に対する評価を行ったが,回
答の結果に様々な因子が絡んできているということがわ
かった。今後,ア ンケー トを作る際には,こ の点にも留
意 して作 りたい。
4.おわ りに
本研究では,糸鋸盤に関する映像教材を制作するにあ
たり,事前検討 として福井大学の学生に,本検討 として
現職の教員 ・保育士等を対象に評価をさせ,映 像教材の
改良及び検討を行い,次 のような成果を得 られた。
・学生の評価 を元に改良 した映像教材は「A.映像教材⊥
「B.教材の内容」ともに教員等か らの評価が良 くなっ
た
・教材の内容が役に立ったかどうかは,映像教材だけで
はなく,教材 と題材 ・知識 ・興味関心 との関係に影響
を受けるということがわかった
また今後の課題は以下の通 りである。
一110一
電動糸鋸盤の鋸断技能向上をめざした映像教材の制作とその評価
・調査で得た意見をもとに,初心者にもわか りやす く,
重点を上手 く押 さえて映像教材の改良を行 う
・アンケー トの項 目等を精査する
本映像教材やアンケー トの一部に改善 しなければなら
ない点が残ったものの,映像教材に関しては概ね良い評
価を得た。今後,さ らなる改良を行った映像教材が指導
や使用に不安を感 じる方の助けになるようにしたい。 ま
た最終的に教員向けに限らず,児 童 ・生徒向けの映像教
材の開発をめざしたい。
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